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　［TliHの 真空谷器は 、トリチ ウム 及 び放射化 ダス トの障壁を形 成する主要機器で あ る．
丁TER真空容器 の 規格 ヒの 特殊1生は 、「膨 樹 專造で あ る．こ の 二 重冒瀦 瀞 の た め外壁溶

控 ノ 〉際には 片側 か ら 1、か ア クセ ス で きず、リブ と外壁の T 継手は部分溶け1ムみの 中
1

蘇

オ 〜黻 となるttこれ らの 特殊．飼青に よ り、新規格の 開発 を 開始 した．二れ ．らの 裏付デ

ー・
タ 取得．乃 ため 、某礎試験 と ：．て 特殊な継手 の継手効率及び疲労 蜘 斐減少係 数の 取得、

す き ま腐食感 受’1生試験 を 実施した．．
　二重恰

」
憐造の 特殊性は 、二 畦 を閉 じるた めの 最終的な溶接にあ る。こ の 最終溶接

口 ．二 重 ti、．の 外但IIか らの み PlT 能 となるた め 、溶接の 健全陸を評仙するため の 初層の 裏

側1．1牙頤 さオゴ
．
二 唯謄の 内部 となるttこの た め、外部か ら初層裏i則への ア クセ ス がで

き套い こ とか うその 検査は実質的に不 冂∫能となる、．検査ができない場合の 既存の恬造

規格 では ．溶接 の 継 弄効 率が O．6 と力 1｝轟に低い 値が 定 め られ てお り、一重 壁 具 ヱ容 器

の
1没言1．は 困難 ヒちζ〕．こ の ため、新 しい 溶接継手の 提案とその 成 牲 を評価す る、レ 共

に ，二の 継 了三に適用可能な新 L い 構造規格を策定す る 必要がある、．
　二 の 最終溶嫉1こ閲Lて 従来び〕よ 1に リブを T 字に加工 し、外壁を突き合れ 世熔 接と

す るには 、「1EIけ 引熔 器の 大 型で 3 次 元形状をもつ 部品の 組 ノ楮度を考え る と現実 的

で．意なく、リブ に外壁を襲せ て しまう よ うな形状が望 tれ る，、また外壁が騰 とζ力卞体

で 劃冫り、外墜 の 板 厚 方向 に は未 溶 首串匹を岡避 すぺ き こ とか ら、図 1に示す よ うに リブ

の 7与万向に槨分溶け）6みとする継手 と した、、こ の 「重購構造
．
に 起因する検査1生や製

「1庄 の 合理 化を図 る こ とが 可能f’”，分溶け込 み T 字＃n 郵 a ）構 造 技術甚準への 受 容性

を勹窪1壽
．，1る　め 、強度 と府食耐1生に関する特 性を轟

・
「価 Lメ

．
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　或ず、強度皆陸デ
ー

タ として 、継手 効率 と疲労強度減少イ系数 を求めた。試験片、レ し

ては 、実大の IF平h，大型i勗剣 1．を用い 、形状効果が直按現扎るよ うに したcこの 結果．

継
一
r効率は 部分 溶け込 み溶接で も 9ff，Lr，以上の 笹 とな り、十分使用 1こ劇／．る と判断 Lた、

L か し、疲労蜘 斐に 関 しては 溶接手法 に よ り結 果が異な り、箆子 ヒ
tt一

ム 1容接に よる継

手は疲労強度減少係数 5 とな り、非平滑大 型詳験 片 で あ るこ とを加 味 して使 用 1
−
1
−
］
’
能 と

判断 したが 、）blG溶接に よ る試験片は疲労強渡 減少係数が 6 とな り、溶接品質が T［〔，
や 鵬 並に確保 で きない限 り真空容器 へ の 使用は避ける べ きであ るとの

一
龕に達 ：．ブ：．．

　
一

方、腐食耐目三に関 しては 、材料が SUS3161 と、もと も と Sα：耐 性に 優れ、業｝
レ
真

空容器の 中性子照射量量，小 さい こ とか ら 1ASCC も誘起 され に くい こ 昂 、ら、特 に 部分

溶 け込み T 字溶」餅 ト匙手 の すきま腐食に 関するrl園捫三を確認 した。遺果 と して 、す さ間腐

食が発生する下限界塩素 イオン 濃度は 35ppaL と判断 され、1
「
【ER の 水質条件 O、　O［｝5Pp11】

は これ よりは るか に小さいため、すき間腐食は発f［：しない と言 う：とを明 らかに しi−、
　以 上 か ら、こ の 部分 溶け込 み T

．
鋒容酸継

．
F一は 1．分 に実用 滑が ある こ とを証 別で き、

こ れに ．Lり貞空潔器設評お よU製 作に お
1if・て 大幅な合理 化を

．．｝馳る こ とが 可能となるtt
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　 原研で ．／／、核融 合ソ ラ ズ マ の 加熱 ・電 流駆動の た．めに ミ リ波大電 カジ ャイ 卩

1・n ン の 「剤発 を行 っ てい る。こ れ まで に 0、5MW−loo 秒発 振を達成 L．．準定常動作

を夫
．
iTlした ，一方、想定は して い た もの の 、　N パル ス 動作 を実証す るkで 顕在化

されなか ’
二，と現 象を今1口r明 ら ttt に した ，　1 っ は   出 力が突然階段状に低下 し 〔約

50 ’
低下 ）、卜流側 に設置 した モ

ード変換器 で の 異常発 熱 を観 測 した こ とで あ

り、　も う 1つ は ‘b）出力が突然 ［トま り、ジ ャ イロ トロ ン 内真空騒 气上昇する現

象が 見 ろれ た こ とで あ る ．今回 、これ らの 盟象を報告す る とともに、その 考察、
対応策．こ つ い て 辻 べ る．・itSs次に 実験予定の ジャ イ ロ ト ロ ン で は 対

．
策 が施 され，

安宝 した長パル ス 刮1伯を凌成するこ とが期待 できる．
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1）現．象 Cu）に つ いて 、時問的な周波数測kL，こよ U、こ の 出力変化に什．、、発振

　　 1剖訐皮数力見　170GHz 　オ’三〕　157GHz　lこ変f匕
『
广る こ とを 見し、yでしftt、，　二 i．’U．二．よ り、

　　 次 の メ カ ニ ズム を結 1，侖した ．
2）　竃流 が低 ドした こ とに よ り、
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；
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』同共振 器内にお い て、　 IE規モ

ー
ド〔
’
rli訴

一
）｝

　　 での 発振が維持で きな くな り、TE：II．”（＋）モ
・一ド発振が 止まる。代わって 、こ

　　 れま で正 脱モ
ー

ドに よ り抑弗11されて い た 競合モ
ー

ドが bk長す る 、二 こで 、

　　槻測 された競合｛
一

ドは 16了Gilz の 周波数よ
．
丿 TE

］o，e（＋）モ
ードで あ る と判断

　　
．
C・1 た、

3） Tじ需い の モ ・一ドは つ壱振効 皆がtr．一い た め、電 了
．ビーム は高い エ ネル ギ ー一

を保持

　　 した ま
．
1 ド流 側 の モ

ー一
ド変換器 に 入 る。そ 嘛 果、こ の nt

’
r一ビーム をエ ネ

　　 ル ギ ー
源 と し てモ

ー””“換 器 内 に て 150G［lz近 傍1ソ丿寄生発振が 生 じ 、異常発

　　 熱 にー っ た、
4 ） 現象（ヒ，〕につ い て は 、RF がジ ャ イ ロ トロ ン 出力 窓か らは とん ど出 力され な

　　 い た め 、発 振 モ
ー

ドが 出 力 窓 ま で た ど り 着 けない 逆 同転 モ
ードで あ る

　　TEm．（一）モ
ー

ドガ 発振 した と結論 した ．〆 TE．，（一）モ
ー

ドは ジ ．i・イ iコトロ ン 内

　　 で 散舌1，・1吸収 され．内表 面の 吸着 ガ ス を放出 させ た 結果、興空 ltび 急上 『．

　　 した。

対応策⊥

　0．5MW．1eo秒発振で は、剴 III司共振器 に印加す る磁搦 をビ
ー

ム屯 流減少 に 伴い 徐々

に噌加 させ る 一1
．
夫を行 うこ とで 、発 振を安定化 させ るこ とに 成功 1．セ．しか し、

磁場 を Hげる と効率が 低丁
・
す る た め 、今 後ブ レ プ ロ グラ ミン グ に．Ltるヒ

・− ／y −一人
が 1ii1御、電1．Ll制御 を導人 し、よ り安定 した大電力

・
連続出力化 に 対応する．、
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図 2 ．発 振パワ
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